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まることがわかった｡

他の蛋白質と相互作用しながら基質を代謝している蛋白質では,その基質の変化及び基質の

有無によって,蛋白質問相互作用が変化するという仮説が多くだされている｡しかしながら,

生体膜中では基質の代謝の前後で蛋白質問相互作用が変化したという例は全く報告されておら

ず,また,蛋白質が基質と結合すると蛋白質問相互作用が変化するという例も,生体膜内では

一例も報告されていない｡

我々は,これらの生体内の極めて重要な変化を副腎皮質 mitochondria膜内のp-450にお

いて発見したのでここに報告する｡また,我々は副腎皮質 mitochondria膜の構造が蛋白質問

相互作用に及ぼす影響にっいても報告するが副腎皮質などのステロイ ドホルモン合成系では,

この影響について報告した例はかつてない｡以上のことから, 我々がここに報告する研果結果

は非常に意義のあるものである｡

○ 東京大学工学部物理工学科

1. QUANTIFICATION OFATOM-PROBEANALYSIS 長谷川 幸 雄

(ア トムプローブ分析における定量性の研究 )

2.二次元ペンローズ格子の電子構造

3.分子励起子の動的特性に関する研究

4. 高温超伝導酸化物の光学スペクトル

5.GaAsNEA表面におけるパルス光電子放射の研究

6. ラマン分光 ･NMRおよび構造エネルギー計算によるDNA

の構造解析

7. トンネル分光による凝縮状態の研究

8. 低温光電子分光法による固体相転移と電子状態の変化の研究

9.超短光パルスの整形法に関する研究

10. 並列処理方式によるリアルタイム誘電緩和スペクトロスコピ

ーの研究

ll.Cu蒸気 レーザー励起色素 レーザーと高感度分光-の応用

12.有機材料における2次の非線形光学特性

13.固体中のノ､イパーソニックスペクトロスコピーに関する研究
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14. 高温超伝導体薄膜の作成 と物性

15. 半屈曲性高分子溶液のゆらぎの理論的研究

16. NMRによる固体高分子の分子運動性への圧力効果の研究

17.酸化物超伝導体における酸素欠陥及び不純物効果の理論的研究

18.薄膜の超伝導ゆらぎ

19.光誘起構造変化

20.Ko.3Mo0 3の電荷密度波状態のダイナミクス

21. 動力学的回折効果にもとづ くX線偏光現象の研究

22.色素増感ポリジアセチレンの光物性

23.MicroscopicStudyofPolymerMoleculebyAtom Probe-

FieldIonMicroscope

(ア トム-プローブ電界イオン顕微鏡による高分子の微視的研究 )

24. ミッシビリティギャップ内におけるGaPAs上のGalnPAsの液相

成長

25. RHEEDによるPb/Si(111)表面超構造の研究

26.超強磁場におけるPbTeおよび (PbGe)Te混晶のサイクロトロ

ン共鳴と構造相転移

27. STMによる固体表面の微視的研究

28. CharacterizationofIII-V semiconductorsuperlatticesby

X-raydiffraction

(Ⅲ⊥Ⅴ族半導体超格子のX線回折法による評価 )

○東京工業大学理学部物理

1. 高分解能電子顕微鏡 Planview法,Profile法による清浄表面及

び吸着表面の研究

2. ランダムスピン系におけるフラス トレーションの効果

3. 光子相関分光による高分子鎖及びゲルの相転移の研究

4.重アルカリ金属のX線吸収端異常のべき数

5_ ESRによる酸化物高温超伝導体 R-Ba-Cul)系の磁性 と超伝導
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